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Calculated MW:87 kDa; Observed MW:120 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	T細胞受容体（TCR）を介したT細胞活性化に必須の共刺激シグナルに関与する細胞表面糖タンパク質受容体。少なくともADA、CAV1、IGF2R、およびPTPRCに結合し、T細胞共活性化の正の調節因子として作用する。CAV1およびCARD11への結合は、T細胞受容体/CD3依存的にT細胞の増殖およびNF-κB活性化を誘導する。ADAとの相互作用は、リンパ球と上皮細胞の接着も制御する。FAPと関連して、細胞外マトリックス（ECM）の細胞周囲タンパク質分解、ECMへの内皮細胞の遊走および浸潤に関与する。リンパ管内皮細胞の接着、遊走、および管腔形成の促進に関与している可能性がある。
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	CD26 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス胸腺組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

